
発行日： 2023/8/5

２０２２事業年度環境経営レポート

（対象期間：2022年７月1日～2023年６月30日）



■ 計画の策定（Plan)

（１） 組織の概要

事業所名及び代表者
株式会社コトブキパック
代表取締役社長　下澤　寿之

所在地
本社工場 長野県松本市庄内２丁目７番１０号
西南工場 長野県松本市大字今井字松本道7089-3
東京営業所 東京都新宿区馬場下町１４番地　翔ビル

環境管理責任者及び担当者連絡先
責任者 本社工場長 上條　祐輔
担当者 製造部長 坪田　孝史
連絡先 TEL　0263-25-3207 E-mail　k-001@lily.ocn.ne.jp

事業活動の概要
紙製緩衝材・ダンボール・紙器・包装材の設計、製造、販売

事業の規模
主要製品生産量
製品出荷額

（２） 対象範囲

認証・登録範囲
本社工場　　西南工場　　東京営業所　　（全組織・全活動）

レポートの対象期間
2022年7月1日から2023年6月30日

発行日
2023年8月5日

（３） 実施体制

延べ床面積 103㎡
1

1039㎡
12

1080㎡
26従業員

本社及び本社工場 西南工場 東京営業所

環境推進部
部長：坪田　孝史
部員：上條英雄　村山真美
　　　　柳沢　清　根石秀人

環境管理総括者
代表取締役：下澤

環境管理責任者
本社：（正）上條工場長
西南：（副）藤牧工場長

推進体
本社工場
西南工場
東京営業所



（４） 環境経営方針

株式会社　コトブキパック
　代表取締役　　下澤　壽重

制定日　： 2019年5月8日

代表取締役会長 　下澤　壽重

　　＜環境理念＞

　　＜行動指針＞

株式会社コトブキパックは、段ボール製パレット、紙製緩衝製品、段ボール製品、
紙器等の事業活動・製品・サービスを通じて、豊かな地球環境を次世代へ
継承することを責務と認識し、地球環境保全と循環型社会の構築を目指した
事業活動を行います。

１．環境関連諸法規、条例及び、その他の要求事項を遵守するとともに、
環境負荷の低減に取り組みます。

２、電力、水資源、化石燃料の使用削減と省資源活動を積極的に
取り組みます。

３、製品の設計、開発、生産の過程において、廃棄物の排出量削減と３Ｒに
努めます。

４、グリーン購入を積極的に推進します。

５、環境教育や日常の環境意識の向上を図り、製品やサービスの質の向上に
努めます。

６、社内及び、周辺地域との融和を図り、環境活動を通じて、地域社会との

共存を図ります。

７、環境経営目標を定期的に見直し、継続的な環境改善活動を展開します。

８、環境経営方針及び、環境保全活動の状況は、全従業員に周知すると共に、
適切な形で一般に公開します

～お客様の笑顔が見たい～

これが当社の基本です。

お客様に喜んでいただける製品を提供していくための努力と共に、
豊かな地球環境を次世代へ継承していけるよう努めてまいります。



（５） 環境経営目標及び実績

評価日：2024//

評価 評価 評価

生産高 百万円 － － －

基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 ×
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 ×
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇
3,500 基準年比 － － －

2023/8/1 目標値 － － －

目標値見直し 実績 ×
170,150 kg 実績 - - -

100 ％ 実績 〇 － －

基準年比 － － －

目標値 － － －

実績 〇

99.2%

用水使用量の削減

廃
棄
物

kg

100% 100% 100%

198 3,500 3,500

5,380

394.4 393.17

323.70

5,394 5,378

5,862.00

2,289

280.7 320.9 0.0 0.0

二
酸
化
炭
素
排
出
量

CO2排出量の削減
　　　(Kg-CO2)

79,386 kg-CO2

99.7% 99.5%

79,148 78,989

77,124

電力使用量の削減

7,854.75

ℓ

99.7% 99.5% 99.2%

5,405

環境目標項目
基準値

項　目
年度毎目標・達成手段（取組の自己チェックを踏まえて策定）

２０21年度実績 2022年度 2023年度 2024年度

中期環境経営目標
評価日：2022/7/25 評価日：2023//

kg

99.7% 99.5% 99.2%

6,512.4 6,499.3 6,479.7

5603.0

128.13

㎥

99.7% 99.5% 99.2%

395.2

2,284 2,277

1,520.33

99.2%

78,751

84,465

　注　評価 「○」 ：目標達成   「×」：目標未達成を示す。

産業廃棄物排出量
の削減

一般廃棄物排出量
の削減

6,532

kg-CO2
/百万円

99.7% 99.5%

281.96 281.40

240.34

ℓ

99.7% 99.5%

396

kg

　化学物質使用量の削減
と適正管理の継続

92 kg

161,156.00

100%

有価物排出削減

リサイクル率

99.7%

90

　注　電力の二酸化炭素排出係数：0.449（令和3年度実績中部電力排出係数）

99.5% 99.2%

91.8 91.7 91.4

131.0 130.6

灯油使用量の削減 5,421

ℓ

99.7% 99.5% 99.2%

8,052 8,036 8,012

LPG使用量の削減 131.7

84,295 84,041

85,413

84,719 kwh

99.7% 99.5%

ガソリン使用量の削減 2,295

99.2%

99.2%

280.55
二酸化炭素排出量

　　　　　　　　　原単位
282.81

軽油使用量の削減 8,076

99.7% 99.5% 99.2%

131.3



（6） 環境経営計画の取り組み内容の結果と評価

◎よくできた　○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取り組み計画 達成状況

電力による二酸化炭素排出量の削減

・ 室内不在時消灯 ◎

・ 昼休憩時消灯 ◎

・ 使用外のＩＴ機器の電源ＯＦＦ ○

・ 冷房温度２８℃設定 ◎

・ 暖房温度２０℃設定 ◎

・ 外気の室内取り込み ◎

・ エアコンフィルター清掃 ◎

引き続き節電の呼びかけをおこなっていく

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

・ エコドライブ教育 △

・ 法定速度遵守 ○

事業系一般廃棄物、事務所内廃棄物の削減、有価物排出量の削減

・ 廃棄物再利用 ◎

・ コピー紙裏紙使用 ◎

・ 廃棄物分別徹底 ◎

・ 段ボール、白上質紙１００%リサイクル ◎

産業廃棄物の削減

・ 分別の徹底 ◎ 分別の徹底が図られている

・ 資材の再利用、リサイクル化 ◎

・ マニフェスト管理徹底 ◎ マニフェストの管理が徹底されている

節水 目標達成。

・ 節水の呼びかけ ○

・ 水資源の有効活用 ○ 引き続き節水を呼び掛ける。

グリーン購入

・ グリーン製品の購入 ○ 事務用品の購入時にグリーン製品か確か

めて購入している。

RoHS対応品も確かめて購入する

評価（結果と今後の方向）

目標未達成。

コピー紙の裏紙使用など、再利用を徹底してい
く。

業務で排出される材料端材をコピー紙や別のも
のに再利用する

輸送の効率化に引き続き努める

仕事量の増加によるところがある。

目標値の見直し

より無駄をなくし効率の良い製品づくりをして
いく

フィルター清掃８月、１２月実施

目標達成した。

効率の良い配送ができていると考えられる。



化学物質使用管理

・ 対象製品のSDS管理 ◎
・ 環境対応品への変更 〇 環境対応品への変更をしていく。
製品への環境配慮
・ 省エネ商品販売 ○
・ 再生資源の積極的利用 ○
・ 材料端材の活用 ○
作業時のエコ活動
・小集団活動
・ 作業手順見直し ○
・ 作業時間短縮 ○
・ ５Ｓ活動（特に整理・整頓） ◎

社会貢献
・ 月１回の社内外のクリーン活動 ○
・ SDGｓ教育 △

対象製品を安全データシートで安全使用・使用
量の管理をしている

業務に追われ教育を行えなかった。

製品のキズ防止のための緩衝材などに製品材料
端材を利用している。

５Sの呼びかけや無駄のない製品づくりにより
仕事の効率化をはかっていく

作業場を広く使い作業性、荷物の移動など効率
を上げることができた。

社内外のごみ拾いや草取りを定期的に行ってい
る。



（7） 次年度の環境経営計画

電力使用量の削減 78989 ｋｗｈ １）使用外のIT機器電源OFF 本社・西南
２）エアコン（冷房２８℃、暖房２０℃） 工場長
３）外気の室内取り込み 下澤専務
４）エアコンフィルター清掃
中期目標
５）自動点灯装置の設置

ガソリン使用量削減 2284 ℓ １）輸送経路の改善

２）エンジンオイルの定期交換

軽油使用量削減 8036 ℓ ３）法定速度遵守 市川・沖
４）空車回送時に一声運動 各運転手
中期目標
５）車輌購入時には省エネ型への導入

灯油使用量削減 5,394 ℓ 上條

唐沢
プロパンガス使用量削減 131.0 ｋｇ

事業系一般廃棄物排出量削減 6499 kg １）製品端材をコピー紙に使用 各現場
前年度 ２）コピー紙裏紙使用 事務

6,512.4 kg

産業廃棄物排出量削減 3,500 kg １）廃棄物の分別徹底
２）マニュフェスト管理徹底 大下

前年度 ３）再使用・再利用・倹約に心掛ける 市川

5,380 kg ４）資材の再利用、リサイクル化

有価物排出量の削減 注視・測定 kg １）段ボール、白上質紙完全分別 各現場
前年度 ２）古紙100％リサイクル
170150 kg ３）上質紙100％リサイクル 上條

水資源の節約 394.4 ㎥ １）節水の呼掛け
２）水資源の有効活用 全員

社会貢献 月1回活動 社内外のクリーン活動 全員
グリーン購入 購入の都度 事務用品のグリーン製品の購入
５Ｓによる作業時間の短縮化
５Ｓによる作業の効率化 全員
５Ｓによる作業場所の拡充
小集団活動による各現場の 各課の代表者が集まり活動の報告
問題点をなくし、作業効率ＵＰにつなげる 月1回の会議 問題点があれば解決 各課代表

生産性の向上になることを出しあう
非常事態訓練 坪田
化学物質使用量の削減 環境対応製品への見直し 本社工場長

SDSの管理 西南工場長
SDGｓ教育 SDGｓの教育 上條
活動状況のチェック 上條

担　当

１）暖房時、室外気の流入防止対策

目標値

(基準値21年度）

（９９．５％）

（９９．５％）

（９９．５％）

（９９．５％）

２）給湯器の温度を高くしすぎない

５Ｓ活動 整理整頓をおもに毎月活動

目　　　　標 活動内容

（９９．５％）

（９９．５％）



（8）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果ならびに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである

フロン排出抑制法 3か月ごとの簡易点検（エアコン、エアードライヤー）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去５年間ありません。

全体の評価と見直し

（9） 代表者による全体の評価と見直し （実施日：2023年7月20日）
①全体的な評価
　エコアクション２１の取組みが始まって17年が経過した。
　エコアクションを続けてきている中で、エコ意識は社員全員で共有し
毎日の活動としてできている。
　今事業年度も新型コロナウイルスの影響を受け、思うようにならない一年だった。
世界情勢の急激な変化を受け、大幅な値上げがあり厳しい経営が続いている。

　今事業年度も５Ｓ活動に力を入れてきた。
トラックを一台入れ替えた。入れ替えにより化石燃料消費を今までよりも
少なくなることを期待する。
プレス機を二台搬出し、新しく一台導入した。以前よりもより早く安全に抜き作業が
出来るので仕事の効率アップが期待される。
　小集団活動を毎月はできなかった、適宜開くことにより現場の５Sを進めることが
できた。

②個別評価
　環境経営実績の二酸化炭素排出量は目標達成したが、原単位目標も今年は達成
できた。
　総二酸化炭素排出量は目標達成したが、電気使用量は目標値をオーバーした。
仕事量の増加によるところがあるので仕方ない部分はあるが、引き続き節電を
呼びかけていく。
　産業廃棄物が目標達成出来なかった。
目標と実績がかけ離れていたので目標の見直しをし、次年度の実績を注視していく。

効率の良い作業、配送などがより多くできるように皆で知恵を出し合える職場環境
を整えていくことに注力していく。

廃掃法 一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、金属くず、廃油）

消防法 危険物保管の指定数量未満（灯油、潤滑油）

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

騒音規制法 敷地境界線上の騒音測定（コンプレッサー、プレス機）

振動規制法 敷地境界線上の騒音測定（コンプレッサー、プレス機）


